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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 高性能 SOFC の実現に向けた新規イオン伝導体の開発 

研 究 責 任 者 ： 八島 正知（東京科学大学） 

 

２．研究開発の目的 

エネルギー効率が高く、CO2 を排出しないなど環境負荷も少ない燃料電池が注目されている。特に

固体酸化物形燃料電池（SOFC）は白金などの触媒が不要でエネルギー効率も高い。現在実用化され

ている SOFC の電解質にはイットリア安定化ジルコニア(YSZ)が利用されている。YSZ は 1000-800℃

の高温で動作するが、コストや部材の劣化の問題がある。本研究開発課題の目的は、YSZ など従来

の材料よりも高いイオン伝導度を示し、安定性も高い酸化物イオン伝導体およびプロトン伝導体を探

索することである。母物質(parent material)に存在する構造的な酸素空孔を本質的酸素空孔と呼ぶ。

本課題では本質的酸素空孔を持つ母物質を探索する。発見した新材料の結晶構造解析を行い、高い

イオン伝導度の構造的要因を解明すること、発電特性の評価も本課題の目的である。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究開発課題では数多くの新規イオン伝導体を発見した。例えば、500℃で母物質より 21 倍高い

伝導度を示す Ba3W1.6V0.4O8.8 を見出した。新物質 Bi2-xTexLaO4+x/2Cl については、Te 量 x を変えてバル

ク伝導度を評価した結果、x = 0.1 において世界最高の高いバルク伝導度をもつことを明らかにした。

Ba7Nb4MoO20 (BNM)の Nb を Mo に置換した試料（Ba7Nb4-xMo1+xO20+x/2）において x = 0.2 で高い伝導度

を示すことを見出した。新しいクラスのプロトン伝導体 BaSc0.8Mo0.2O2.8 を合成し、世界最高のプロトン伝

導度を示すことが分かった。さらに世界最高のプロトン伝導度を更新した BaSc0.8W0.2O2.8、世界最高の

伝導度を示す塩化物イオンを含むオキシハライド Bi2−xTexLuO4+x/2Cl (x = 0, 0.1, 0.2)、Rb を含む初の高

酸化物イオン伝導体 Rb5RMo4O16 (R = La, Pr, Nd, Sm, Gd, Tb, Eu, Bi)を発見した。さらに中性子回折デ

ータを用いた構造解析により、高い伝導度の構造的要因を解明した。燃料電池も製作し、発電を確認

した。 

 

3-2. 今後の展開   



本研究開発課題で数多くの新規イオン伝導体を発見するという大きな成果が得られた。これらの成

果は注目されており、世界中で性能向上や実用化に向けた研究が進んでいる。我々のグループでも

更に性能が高いプロトン伝導体と酸化物イオン伝導体を探索しており、そのいくつかは大きな成果につ

ながると期待できる。また、試作した燃料電池の改良に取り組むと共に、企業との共同研究も実施して

実用化に向けた取り組みを行っていく。 

 


